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初等算数科教育法講義概要

















































































































































































































































































































15[10] = 1£ 32 + 2£ 31 + 0£ 30





0 + 0 = 0 ; 0 + 1 = 1 ; 0 + 2 = 2
1 + 1 = 2 ; 1 + 2 = 10 ; 2 + 2 = 11
0£ 0 = 0 ; 0£ 1 = 0 ; 0£ 2 = 0
1£ 1 = 1 ; 1£ 2 = 2 ; 2£ 2 = 11
（交換法則を考慮して相当する部分は省略した。）



























































\分数"とは a¥ b(= a=b) のことだが、算数では a









数量 aと bはある整数 pと qがあって、a : b = p : q


























£ 4 = 2
3















= a£ 3¥ 4 = a¥ 4£ 3
を納得させれば、上述のことに還元できる。
「異分母の分数の加法」は、例えば、大学生でも































































































さして抵抗がないだろう。面積としては ab = ba は
自明である。
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(A) 平面上に直線が n(= 1)本あるとせよ。さらに
もう一つ直線 ` を引いて，得られる領域の個数
が最大となる条件は何か。
(B) テーマに言う f(n) を n の式として表わせ。具









して n 5 3 までは、f(n) を求めることができるだろ
う。f(4) を求めようとすると、図が煩雑になるので
一般的考察が必要になる。




















































[4] 宇田 智津、 出動！ ３Ｂ調査隊「表やグラフに
表わそう」、 和歌山大学教育学部附属小学校紀
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なお、[1]の算数についての記述は平成 10年 12月告
示のものと同じである。
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